
 

 

 

 

 

 

 

ＣＴＲソフトウエアのｄｅｆｏｃｕｓ整形機能を調べる 
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概要 

 反射極点測定では、試料を煽って測定（α軸）するため、ｄｅｆｏｃｕｓが発生します。 

   測定結果では、極点図の外側に向けて強度が低下します。 

   この現象は、２θ角度、受光スリット、Ｘ線の照射高さで決まるとされている。 

    

   

 

 

 

 

 しかし、ｒａｎｄｏｍ試料を実際に測定すると、この曲線からずれる傾向があります。 

 以下に、実測定から理論値を計算してみます。 

 

 

 

 

 

 



方法 

 ＣＴＲソフトウエアの極点処理ソフトウエア、ＯＤＦＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅ２（１．５）では 

 ｄｅｆｏｃｕｓ曲線を計算すると、Ｅｘｃｅｌデータを作成しています。 

 理論値にＦｉｔｔｉｎｇありなしを比較する。 

入力データ 

 ＦｅをＭｏ管球で測定 

 

 

 

 



バックグランド削除 

 

 

  作成されるＴＸＴ２データからｄｅｆｏｃｕｓ曲線を作成 

 

  TXT2を複数選択すると、ｄｅｆｏｃｕｓファイルが作成 

 

 

 Ｅｘｃｅｌ用データ 

 

 

 



理論値にＦｉｔｔｉｎｇでｄｅｆｏｃｕｓ曲線作成 

 Ｅｘｃｅｌデータが同一ファイル名に上書きされるのでファイル名を変更しておく 

  

Ｆｉｔｔｉｎｇ 

 

 

  

 Ｆｉｔｔｉｎｇ前後のデータを比較 
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｛２００｝ 
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｛２１１｝ 

 

｛３１０｝ 

 

 

ＯＤＦ解析では、極点図の全体データを用いて、データ矛盾を軽減して計算されます。 

ｄｅｆｏｃｕｓ曲線が凸凹すると、結果的に入力極点図と再計算極点図から計算する 

Ｒｐ％が悪くなります。 

ＣＴＲソフトウエアでは、最小化Ｒｐ％の機能を使って、最適な補正曲線を再計算する機能もあります。 

併せてご使用ください。 
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